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研究開発の成果

令和元年度採択 「次世代太陽光発電向け円筒型太陽電池システムの研究開発」
株式会社フジコー（福岡県) 主たる技術：1デザイン開発

・平板型太陽電池，フレキシブル太陽電池に次ぐ第３の太陽電池として蛍光灯型構造を
持つ円筒型太陽電池を開発する。平板型に比べ設置、メンテナンス、リサイクルが容易、
軽量で暴風・積雪に強い等の特長を持つ。
・平板型太陽電池が上手く機能しない分野(営農分野、建物設置等)への展開を目指す。

■【1】円筒型太陽電池ユニットの実現
・電流・電圧出力がデザインされた30,60,90,120cm長さの
円筒型太陽電池を製作した。
・加速試験において、耐湿性試験、熱サイクル試験、耐光性に
おいて、効率低下が10%以下であることを実証した。

■【2】全体システムの実現
・円筒型太陽電池を並列接合したモジュールを設計・製作した。
・第三者機関でモジュール安全性試験を実施し、課題を抽出した。
・劣化診断不良検知システム搭載の円筒型太陽電池システムを
設計・製作した。

■【3】更なる低コスト化の実現
・効率10.65%の透明導電膜レスペロブスカイト太陽電池を製作。
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